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岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
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規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
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則
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に
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。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
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岐
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岐
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岐
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第１号様式（第５条関係） 

修学資金貸付申請書 

 

    新規・継続の別 新・継 

第１種修学資金 第２種修学資金 貸
付
申
請
額 

  月額              円 

  入学金相当額          円 

  授業料相当額          円 

  月額              円 

 

 

ふりがな  

氏  名  

生年月日 

及び年齢 

年   月   日 

         （満   歳） 

大学名等 

大学  

学科  

所属する学年 

                     年  

大学入学 

年    月 

 

年       月 

卒業予定 

年  月 

 

年     月  

現住所及び 

電話番号 

〒 

（    ）   ―           携帯電話     ―    ― 

帰省先住所及 

び電話番号 

〒 

（    ）   ― 

本 
 

人 

メール 

アドレス 

携帯メール： 

ＰＣメール： 

添 付 書 類 

１ 履歴書＊ 

２ 大学の在学証明書 

３ 戸籍抄本＊ 

４ 在学する大学の長又は学部長の推薦調書＊ 

５ 大学の成績証明書（大学の１年生に在学する者は、卒業した高等学校の成績証明書又

はこれに準ずる証明書） 

６  その他知事が必要と認めるもの 

＊は継続貸付申請時には添付不要 

 上記のとおり、岐阜県医学生修学資金の貸付けを受けたいので申請します。 

 

                 年  月  日  

 

                             申請者氏名           ㊞ 

 

 

 岐阜県知事  様 
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 上記の申請者が貸付けを受ける岐阜県医学生修学資金の返還債務については、本人と連帯して履行すること

を保証します。 

 

 

              年   月   日  

 

      岐 阜 県 知 事 様 

住  所 

 
電話番号 

（自宅） 

 

氏  名 
 

㊞  

生年月日 

及び年齢 

      年   月   日 

               （満  歳） 

職  業  
本人との 

続  柄 

 

 

住  所  
電話番号 

（自宅) 

 

 

氏  名 
 

㊞  

生年月日 

及び年齢 

      年   月   日 

               （満  歳） 

連 
 

帯 
 

保 
 

証 
 

人 

職  業 

 
本人との 

続  柄 
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附 

則 
１ 
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
岐
阜
県
医
学
生
修
学
資
金
貸
付
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
新
規
に
貸
付
け
を
受
け
る
者
に
係
る
修
学
資
金
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
に
新
規
に
貸
付
け
を
受
け
た
者
に
係
る
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

     
 
 
 
 
 

教
育
委
員
会
規
則 

 

学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

稲 
 

本 
 
 
 
 

正 
 
 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号 

 
 
 

学
校
教
育
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

学
校
教
育
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
岐
阜
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
翌
年
度
の
学
級
編
制
に
つ
い
て
の
協
議
」
を
「
学
級
編
制
を
行
つ
た
と
き
の
届

出
」
に
、
「
学
級
編
制
協
議
書
」
を
「
学
級
編
制
届
」
に
、
「
一
月
三
十
一
日
」
を
「
四
月
十
五
日
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
変
更
に
つ
い
て
の
協
議
」
を
「
を
変
更
し
た
と
き
の
届
出
」
に
、
「
学

級
編
制
変
更
協
議
書
」
を
「
学
級
編
制
変
更
届
」
に
改
め
る
。 

 

別
記
第
一
号
様
式
中
「
年
度
小
学
校
・
中
学
校
学
級
編
制
協
議
書
」
を
「
年
度
小
学
校
・
中
学
校
学

級
編
制
届
」
に
、
「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
第

５
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
学
級
編
制
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
」
を
「
下
記
の
と
お
り

学
級
編
制
を
行
つ
た
の
で
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る

法
律
第
５
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
」
に
改
め
る
。 

 

別
記
第
二
号
様
式
中
「
年
度
小
学
校
・
中
学
校
学
級
編
制
変
更
協
議
書
」
を
「
年
度
小
学
校
・
中
学

校
学
級
編
制
変
更
届
」
に
、
「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す

る
法
律
第
５
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
、
学
級
編
制
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
」

を
「
下
記
の
と
お
り
学
級
編
制
を
変
更
し
た
の
で
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
第
５
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

岐
阜
県
告
示
第
九
十
七
号 

 

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

起
業
者
の
名
称 

 
 

七
宗
町 

二 

事
業
の
種
類 

 
 

（
仮
称
）
七
宗
町
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
） 

三 

起
業
地 

 
１ 
収
用
の
部
分 

 
 
 

岐
阜
県
加
茂
郡
七
宗
町
神
渕
字
石
原
地
内
（
以
下
「
本
件
起
業
地
」
と
い
う
。
） 

 

２ 

使
用
の
部
分 

 
 
 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

「
年
度
小
学
校
・
中
学
校
学
級
編
制
協
議
書
」
 
「
年
度
小
学
校
・
中
学
校
学
 

「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
第
 

「
下
記
の
と
お
り
 

級
編
制
届
」
 

５
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
学
級
編
制
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
」
 

学
級
編
制
を
行
つ
た
の
で
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
る
 

法
律
第
５
条
前
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
」
 

「
年
度
小
学
校
・
中
学
校
学
級
編
制
変
更
協
議
書
」
 
「
年
度
小
学
校
・
中
学
 

「
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
定
数
の
標
準
に
関
す
 

定
数
の
標
準
に
関
す
る
法
律
第
５
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ま
す
」
 

校
学
級
編
制
変
更
届
」
 

る
法
律
第
５
条
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
、
学
級
編
制
の
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
」
 

「
下
記
の
と
お
り
学
級
編
制
を
変
更
し
た
の
で
、
公
立
義
務
教
育
諸
学
校
の
学
級
編
制
及
び
教
職
員
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１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

申
請
に
係
る
事
業
は
、
七
宗
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、
本
件
起
業
地
に
（
仮
称
）
七
宗
町
給
食

セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 
 

起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
お
い
て
、
既
に
財
源
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
件
事
業
を
施
行
す
る

充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。 

 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 
 
 

七
宗
町
は
、
第
四
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
「
将
来
を
担
う
人
材
育
成
と
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
「
学
校
教
育
の
充
実
」
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
給
食
施
設
に
つ
い
て

は
、
古
く
は
昭
和
二
十
九
年
に
神
渕
小
学
校
に
隣
接
し
て
整
備
し
て
以
降
、
町
内
四
箇
所
に
整

備
し
て
お
り
、
園
児
、
児
童
及
び
生
徒
等
に
対
し
て
給
食
を
提
供
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
古
い
給
食
施
設
で
は
、
整
備
後
五
十
年
以
上
経
過
し
、
施
設
や
設
備
が
老

朽
化
し
て
い
る
事
に
加
え
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
事
件
を
契
機
に
平

成
九
年
に
制
定
さ
れ
た
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
を
ど
の
給
食
施
設
も
満
た
し
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
。 

 
 
 
 

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
研
修
室
や
見
学
通
路
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
食
育
の
拠
点
と
し
て
、
学
校
と
家
庭
が
連

携
し
て
食
習
慣
の
乱
れ
を
改
善
す
る
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 

な
お
、
本
件
事
業
が
生
活
環
境
等
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
業
は
環
境
影
響
評

価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
等
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
実
施
対
象
外
の
事
業
で

あ
る
が
、
起
業
者
が
任
意
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
予

測
さ
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
相
当
程
度
存
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 
 
 

起
業
者
に
よ
る
と
、
本
件
起
業
地
に
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

に
よ
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
と
考

え
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈢ 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
七
宗
町
内
の
三
案
に
つ
い
て
、
社
会
的
条
件
、

経
済
的
条
件
及
び
技
術
的
条
件
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
本
件
起
業
地
が
選
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
選
定
は
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比

較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て 

 
 

㈠ 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

 
 
 
 

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
給
食
施
設
を
学
校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
に
適
合
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
施
行
さ
れ
る
べ
き
事
業
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 

㈡ 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 
 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
の
範
囲
は
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。 

 
 
 

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る

た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
規
定
す
る
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

５ 

結
論 

 
 
 

１
か
ら
４
ま
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
充
足

す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認

定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。 

五 

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

 
 

七
宗
町
役
場
教
育
委
員
会
教
育
課 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
九
十
八
号 
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県
道 

道
路

の
種

類 

篠 

原 

八
百
津
線 

路

線

名 

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
峯

東
二
四
六
番
二
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
八
百
津
字

與
太
洞
一
〇
二
五
番
二
地
先

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
峯

東
二
四
六
番
二
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
同 

字
浦

山
一
五
七
〇
番
三
地
先
ま
で 

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
湯

谷
一
二
四
二
番
三
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
八
百
津
字

與
太
洞
一
〇
二
五
番
二
地
先

ま
で 

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
浦

山
一
五
七
〇
番
五
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
同 

字
峯

一
七
九
番
四
地
先
ま
で 

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
峯

東
二
四
六
番
二
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
同 

字
湯

谷
一
二
四
二
番
三
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 

間 

後
Ｄ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ 

区
域
変
更
前
後
別 

一
〇
・
〇

〜 

一
〇
五
・
〇 

一
八
・
〇

〜 

九
九
・
〇 

三
・
九

〜 

三
〇
・
〇 

九
・
〇

〜 

二
四
・
〇 

二
・
八

〜 

三
〇
・
五 

敷
地
の
幅

員 （
メ
ー
ト

ル
） 

六
、
七
二
七
・
〇 

二
六
四
・
〇 

四
、
三
〇
九
・
〇 

七
四
・
〇 

四
、
九
〇
〇
・
〇 

延

長 

（
メ
ー
ト

ル
） 

Ａ
、
Ｂ
、 

Ｃ
及
び 

Ｄ
は
関 

係
図
面 

に
表
示 

す
る
敷 

地
の
区 

分
を
い 

う
。 

 

Ｃ
及
び 

Ｄ
は
一 

般
国
道 

四
百
十 

八
号
と 

重
用 

備 

考 

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
峯

東
二
四
六
番
二
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
八
百
津
字

與
太
洞
一
〇
二
五
番
二
地
先

ま
で 

加
茂
郡
八
百
津
町
南
戸
字
峯

東
二
四
六
番
二
地
先
か
ら 

 

同 

郡
同 

 

町
同 

字
浦

山
一
五
七
〇
番
三
地
先
ま
で 

後
Ｄ Ｄ 

一
〇
・
〇

〜 

一
〇
五
・
〇 

一
八
・
〇

〜 

九
九
・
〇 

六
、
七
二
七
・
〇 

二
六
四
・
〇 

一
般 

国
道 

道
路

の
種

類 

二
百
五
十 

六
号 

路

線

名 

加
茂
郡
白
川
町
上
佐
見
字
女

夫
洞
五
〇
三
二
番
二
地
先
か

ら 

 

同 

郡
同 

町
同 

 

字
田

ノ
野
五
〇
四
六
番
一
地
先
ま

で 

区 
 
 
 
 
 
 

間 

後 前 

区
域
変
更
前
後
別 

四
・
三

〜 

二
五
・
六 

四
・
三

〜 

一
四
・
五 

敷
地
の
幅

員 （
メ
ー
ト

ル
） 

一
九
六
・
〇 

一
九
六
・
〇 

延

長 

（
メ
ー
ト

ル
） 

 

備 

考 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
可
茂
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

    

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
九
十
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
可
茂
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
百
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

線 

前 
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課
及
び
岐
阜
県
古
川
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
百
一
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
か
ら
二
週
間
岐
阜
県
県
土
整
備
部
道
路
維
持

課
及
び
岐
阜
県
郡
上
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
百
二
号 

 

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
可
茂
土
木
事
務
所
及
び

白
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
百
三
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
般 

国
道 

道
路 

の
種 

類 

三
百
六
十

号 路

線

名 
飛 

市
河
合
町
保
木
林
字
家
ノ

廻
り
二
○
六
番
の
二
地
先
か
ら 

 

同 
 

市
同 

 
 
 
 

字
下
巾

三
○
番
の
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 
 

間 

三
○
○
・
○ 

延 
 

長

（

メ

ー

ト

ル
） 

平
成 

二
四
・ 

三
・ 

九 

供
用
開
始 

 

の

期

日 

平
成 

一
二
・ 

三
・
三
一 

備 
 

考 

（
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か
） 

 

 

 

県
道 

道
路 

の
種 

類 

大 

和 

美 

並
線 

路

線

名 

郡
上
市
八
幡
町
有
坂
字
堂
前
一

八
八
番
の
一
地
先
か
ら 

 

同 

市
同 

 
 
 

字
大
矢
二

一
番
の
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 
 
 
 

間 

九
一
・
五 

延 
 

長

（

メ

ー

ト

ル
） 

平
成 

二
四
・ 

三
・ 

九 

供
用
開
始 

 

の

期

日 

平
成 

二
四
・ 

一
・
一
三 

備 
 

考 

（
区
域
の

決
定
又
は

変
更
の
告

示
年
月
日

ほ
か
） 

線 

県
道 

大 

和 

美 

並
線 

郡
上
市
八
幡
町
有
坂
字
堂
前
一

八
八
番
の
一
地
先
か
ら 

 

同 

市
同 

 
 
 

字
大
矢
二

一
番
の
二
地
先
ま
で 

九
一
・
五 

ル
） 

平
成 

二
四
・ 

三
・ 

九 

の

期

日 

平
成 

二
四
・ 

一
・
一
三 

示
年
月
日

ほ
か
） 

成
山 

区 

域 

名 

 

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線

及
び
標
柱
一
号
と
四
号
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
次
の
図
に

示
す
と
お
り
と
す
る
。
） 

加
茂
郡
白
川
町
下
佐
見 

 

字
清
水 

 
 

一
五
九
七
番
二 

一
号 

 

字
下
モ
丸
山 

二
五
一
〇
番
一 

二
号 

 
 
 
 
 
 
 

二
五
一
五
番
一 

三
号 

 

字
清
水 

 
 

一
五
九
二
番
三 

四
号 

区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

域 

区
域
の
名
称 
区

域

の

所

在

地 

区
域
の
表
示 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 
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森
下
谷 

厩
ヶ
洞
１ 

音
羽
５ 

音
羽
７ 

上
原
１ 

笠
原 

平
園
１ 

砂
山 

音
羽
６ 

向
島
３ 

向
島
２ 

音
羽
４ 

平
園
８ 

向
島 

音
羽
３ 

富
士
２ 

富
士
１ 

平
園
７ 

釜
２ 

釜
１ 

平
園
５ 

平
園
４ 

平
園
６ 

平
園
３ 

上
原 

平
園
２ 

向
島
１ 

神
戸 区

域
の
名
称 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
森
下 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
方
月 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
下
原 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
西
竈 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
栄
御
茶
屋 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
吉
野 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
三
菱 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
天
王
下 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
森
下 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
山
畔 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
山
畔 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
釜
寺
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
森
下 
多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
神
戸
東
竈 

区

域

の

所

在

地 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 
次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

区
域
の
表
示 

土
石
流 

土
石
流 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 
急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

梅
平
４ 

市
之
倉
川 

梅
平
３ 

梅
平
２ 

梅
平
１ 
平
園
谷
支
川 

平
園
谷
２ 

平
園
谷
１ 

平
園
１ 

梅
平
川
支
川
５ 

梅
平
川
支
川
４ 

梅
平
川
支
川
３ 

梅
平
川
支
川
２ 

梅
平
川
２ 

梅
平
川
１ 

円
覚
洞 

梅
平
川
支
川
１ 

天
王
下 

寺
下
谷
３ 

寺
下
谷
２ 

寺
下
谷
１ 

富
士
下
川 

富
士
下
１ 

三
菱 

三
菱
谷 

臺
之
田 

森
下
谷 

厩
ヶ
洞
１ 

区
域
の
名
称 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 
多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
天
王
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
天
王
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
寺
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
三
菱 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
三
菱 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
雄
田 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
森
下 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

区

域

の

所

在

地 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

区
域
の
表
示 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

 



 （ 165 ） 平成24年３月９日 岐  阜  県  公  報 第 2 3 2 7 号 

 

 
 
 
 
 

                             

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
多
治
見
土
木
事

務
所
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

岐
阜
県
告
示
第
百
四
号 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る

の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      

吉
野 

富
士
下
２ 

笠
原
川
支
川
３ 

笠
原
川
支
川
２ 

笠
原
川
支
川
１ 

梅
平
川
支
川
６ 

向
島
谷 

上
原
１ 

梅
平
７ 

梅
平
６ 

梅
平
５ 

平
園
２ 

第
５
梅
平
谷 

深
山 

深
山
谷
２ 

深
山
谷
１ 

笠
原
川 

方
月
谷 

向
島 

厩
ヶ
洞
２ 

上
原
川 

下
原 

上
原
２ 
平
下 区

域
の
名
称 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
吉
野 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
平
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
方
月 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 
多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
森
下 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
下
原 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
平
下 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
平
下 

区

域

の

所

在

地 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
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次
の
図
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お
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お
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次
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図
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お
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次
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図
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お
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次
の
図
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お
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次
の
図
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と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

区
域
の
表
示 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 
土
石
流 
土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
砂
災
害
の
発
生

原
因
と
な
る
自
然

現
象
の
種
類 

向
島
２ 

音
羽
４ 

平
園
８ 

向
島 

音
羽
３ 
富
士
２ 
富
士
１ 

平
園
７ 

釜
２ 

釜
１ 

平
園
５ 

平
園
４ 

平
園
６ 

平
園
３ 

上
原 

平
園
２ 

向
島
１ 

神
戸 区

域
の
名
称 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 
多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
三
菱 
多
治
見
市
笠
原
町
平
園
天
王
下 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
森
下 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
山
畔 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
山
畔 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
釜
寺
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
森
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
神
戸
東
竈 

区

域

の

所

在

地 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

区
域
の
表
示
及
び

建
築
物
に
作
用
す

る
と
想
定
さ
れ
る

衝
撃
に
関
す
る
事

項 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

土
砂
災
害
の
発
生 

原
因
と
な
る
自
然 

現
象
の
種
類 
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平
園
１ 

梅
平
川
支
川
５ 

梅
平
川
支
川
４ 

梅
平
川
支
川
３ 

梅
平
川
支
川
２ 

梅
平
川
２ 

梅
平
川
１ 

梅
平
川
支
川
１ 

天
王
下 

寺
下
谷
３ 

寺
下
谷
２ 

寺
下
谷
１ 

富
士
下
川 

富
士
下
１ 

三
菱 

三
菱
谷 

臺
之
田 

森
下
谷 

音
羽
５ 

音
羽
７ 

上
原
１ 

笠
原 

平
園
１ 

砂
山 

音
羽
６ 

向
島
３ 
向
島
２ 

区
域
の
名
称 

 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
天
王
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
天
王
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
寺
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
三
菱 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
三
菱 

多
治
見
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森
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多
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市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
方
月 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
下
原 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
西
竈 
多
治
見
市
笠
原
町
平
園 

多
治
見
市
笠
原
町
栄
御
茶
屋 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
吉
野 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島
厩
ヶ
洞 

区

域

の

所

在

地 
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の
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の
と
お
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次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

区
域
の
表
示
及
び

建
築
物
に
作
用
す

る
と
想
定
さ
れ
る

衝
撃
に
関
す
る
事

項 

 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 
土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
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土
石
流 

急
傾
斜
地
の
崩
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急
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急
傾
斜
地
の
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急
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急
傾
斜
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の
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急
傾
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急
傾
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地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

急
傾
斜
地
の
崩
壊 

土
砂
災
害
の
発
生 

原
因
と
な
る
自
然 

現
象
の
種
類 

吉
野 

富
士
下
２ 

笠
原
川
支
川
３ 

笠
原
川
支
川
２ 

笠
原
川
支
川
１ 
梅
平
川
支
川
６ 
向
島
谷 

上
原
１ 

梅
平
７ 

梅
平
６ 

梅
平
５ 

平
園
２ 

第
５
梅
平
谷 

深
山 

深
山
谷
２ 

深
山
谷
１ 

笠
原
川 

方
月
谷 

向
島 

厩
ヶ
洞
２ 

下
原 

梅
平
４ 

市
之
倉
川 

梅
平
３ 

梅
平
２ 

梅
平
１ 

平
園
谷
２ 

平
園
谷
１ 

平
園
１ 

区
域
の
名
称 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
吉
野 
多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
深
山 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
向
島 

多
治
見
市
笠
原
町
上
原
平
下 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
平 

多
治
見
市
笠
原
町
平
園
梅
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多
治
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笠
原
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平
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平
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原
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築
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る

衝
撃
に
関
す
る
事

項 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
石
流 

土
砂
災
害
の
発
生 

原
因
と
な
る
自
然 

現
象
の
種
類 

 



 （ 167 ） 平成24年３月９日 岐  阜  県  公  報 第 2 3 2 7 号 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岐
阜
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
、
岐
阜
県
多
治
見
土
木
事

務
所
及
び
多
治
見
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

     
 
 
 
 
 

人
事
委
員
会
訓
令
甲 

岐
阜
県
人
事
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

務

局

一

般 
 

 

岐
阜
県
人
事
委
員
会
鍵
情
報
等
管
理
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

委
員
長 

 
 
 

瀬 
 

英 
 

二 
 
 

 
 
 

岐
阜
県
人
事
委
員
会
鍵
情
報
等
管
理
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令 

 

岐
阜
県
人
事
委
員
会
鍵
情
報
等
管
理
規
程
（
平
成
十
四
年
岐
阜
県
人
事
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号
）
は
、

廃
止
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。 

       

 
 
 
 
 
 

告 
 
 
 

示 

 
 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
申
請 

 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

申

請

の

あ

っ

た

年

月

日 

平
成
二
十
四
年
二
月
二
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
岐
阜
あ
ん
し
ん
見
守
り
セ
ン
タ
ー 

三 

代

表

者

の

氏

名 

竹
田 

昌
弘 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岐
阜
県
岐
阜
市
六
条
片
田
一
丁
目
二
五
番
五
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
、
あ
ん
し
ん
し
て
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
成
年
後
見
人
に
関
す
る
事

業
及
び
福
祉
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
高
齢
者
、
障
害
者
の
権
利

の
擁
護
お
よ
び
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
申
請 

 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

申

請

の

あ

っ

た

年

月

日 

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
相
続
・
遺
言
あ
ん
し
ん
ね
っ
ト 

三 
代

表

者

の

氏

名 
 

原 

健
治 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岐
阜
県
岐
阜
市
鷹
見
町
二
九
番
地 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
市
民
が
心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
相
続
・
遺
言
・
財
産
管
理
等
の
相
談
及
び
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
人
権
と
財
産
権
を
擁
護
し
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

吉
野 

富
士
下
２ 

多
治
見
市
笠
原
町
音
羽
吉
野 

多
治
見
市
笠
原
町
富
士
富
士
下 

次
の
図
の
と
お
り 

次
の
図
の
と
お
り 

土
石
流 

土
石
流 

 
 
 
 
 
 

公 
 
 
 

示 
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岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

者 
 
 

岐 
 
 
 
 

阜 
 
 
 
 

県 
 
 
 
 
 
 
 
 

編 
 

集 
 
 

各
務
原
市
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
一
―
一 

 

ブ
イ
・
ア
ー
ル
・
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発 

行 

所 
 
 

岐 
 
 

阜 
 
 

県 
 
 

庁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
申
請 

 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

一 

申

請

の

あ

っ

た

年

月

日 
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ｊ
＆
ｊ
企
画 

三 

代

表

者

の

氏

名 

竹
村 
和
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
大
字
黒
野
一
六
五
五
番
地 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
知
的
・
精
神
・
身
体
に
障
害
を
抱
え
た
方
に
対

し
て
、
働
く
場
所
を
提
供
し
、
地
域
生
活
支
援
や
就
労
継
続
支
援

に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
仕
事
を
通
じ
て
共
に
働
く
喜
び
を
感
じ
、

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
・
自
己
実
現
を
目
指
し
、
社
会
参

加
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 
 

○
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定 

 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定

自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 

精
神
通
院
医
療
に
係
る
も
の 

 

（
薬
局
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

（
訪
問
看
護
） 

 
 
 
 
 
 
 

                    

薬
局
ウ
ヌ
マ
ド
ラ
ッ
グ 

名 
 
 

称 

各
務
原
市
鵜
沼
西
町
二
の
一
六
五 

所

在

地 

精
神
通
院 

自

立

支

援 

医
療
の
種
類 

平
成 

二
四
・ 

三
・ 

一 

指 
 

定 

年

月

日 

上
宝
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

名 
 
 

称 

高
山
市
上
宝
町
本
郷
五
五
〇
番
地 

所

在

地 

精
神
通
院 

自

立

支

援 

医
療
の
種
類 

平
成 

二
四
・ 

三
・ 

一 

指 
 

定 

年

月

日 


